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2広報 新しのつ　令和８年４月号

新篠津村の人口（令和８年３月１日時点）

人口

世帯 1,348世帯（前月比：＋５世帯）

男性 1,297人（前月比：＋１人）
女性 1,386人（前月比：＋４人）

2,683人（前月比：＋５人）
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03 移住・定住支援事業を実施します
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15 みんなで防災・健康一番
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令和８年度行政・教育執行方針

令和８年度予算概要

村・教育行政報告

本誌のページ中間にある
「令和８年度新篠津村健
康診査のご案内」は１年
間の健診の日程・健診項
目等を記載しています。
広報誌から抜き出して１
年間保存してください。

　記念誌発刊後に一部の内容に誤記や未
掲載があったことが判明いたしました。
　誤記につきましては、特定のページにお
いて事実と異なる情報が記載されていたこ
とが確認されました。また、未掲載の項目
に関しては、重要な貢献者や出来事が記載
されていないことが判明しました。

　記念誌が皆さまにとって大切な思い出
や情報を伝えるものであるべきだと考え
ており、その期待に応えられなかったこ
とを心より反省しております。今後の記
念誌や関連資料においては、より厳密な
校正を行い、皆さまに信頼される情報を
提供できるよう努力してまいります。

今月の表紙は村内各所の卒業式を
撮影しました。

今
　
月
　
の
　
表
　
紙

卒
業
式

お悩みの相談 Consultation counter

地域包括支援センター（高齢者の医療や介護など）
☎ 58-3363（保健センター内）

子育て世代包括支援センター（妊娠や出産など）
☎ 57-2111（役場保健予防係）

☎ 090-9439-6550

心配ごと相談所（生活上の悩みや困りごと）
※毎月第３月曜日 ９：30～12時のみ

新篠津村役場 …… ☎ 57-2111（代表）

社会福祉協議会 ………… ☎ 58-3335

自治センター …………… ☎ 57-2011

B＆G体育館 …………… ☎ 58-3160

各施設の連絡先 Contact

地域包括支援センター … ☎ 58-3363

救急医療電話相談

救急車の利用や医療機関への受診を迷ったとき
など、24時間年中無休で看護師からアドバイ
スを受けられます。

救急安心センターさっぽろ ＃7119
※ 土日・祝日の江別市および岩見沢市の緊急当番医について

は「 イベントカレンダー」をご確認ください。

開村130年記念誌発刊にあたり誤記・未掲載に関するお詫び

https://www.vill.shinshinotsu.hokkaido.jp/
https://page.line.me/750uyzvh?openQrModal=true
https://twitter.com/shinshinotsu_vl


「移住・定住」支援事業「移住・定住」支援事業をを
実施します！実施します！

新篠津村 令和令和８８年度年度
予算総額予算総額
１１千万円千万円

令和令和８８年年４４月月１１日～日～

補助金最大

20万円

※注意事項：定住促進リフォーム補助
金、空き家等除却支援事業補助金は、
工事に着手する前に申請が必要です。
工事内容がわかる見積書等の必要書
類の提出をお願いいたします。

☎ 0126-57-2111

新篠津村
企画政策課企画係

申請受付申請受付

お問合わせ

　新篠津村に移住し新たに生活を始める方
に、移住に係る経費を支援します！
　 対象経費
⒈ 村内への引越しに要する家財の運送費用
⒉ 荷造り等のサービス費用
　 支援額
　対象経費の1/2の額とし、１世帯あたり
10万円を限度。ただし、満18歳以下のお
子さんがいると１人につき５万円を加算

（総額20万円を限度）
　 申請期限
　転入日から６カ月以内

　所有者等による適正な管理が困難であり、
将来的に周辺環境へ悪影響を及ぼすおそれ
のある空き家等の除却を支援します！
　 対象経費
⒈ 除却工事に係る費用
⒉ �除却工事後の土地の埋め戻し及び整地に

係る費用
⒊ 除却工事に必要となる仮設工事に係る費用
　 支援額
　対象経費に1/2を乗じて得た額とし１戸
につき50万円を限度。
　 除却工事が可能な主な村内業者
① ㈱阿部建設　② ㈱時建工業 
③ 新栄工建㈱　④ ㈱成田工業

移住促進引越支援金

※申請額が予算額を超えた場合は終了します。※申請額が予算額を超えた場合は終了します。

お子さん１人につき＋５万円

空き家等除却支援事業補助金

　住宅の安全性、耐久性及び
居住性の向上と長寿命化のた
め、住宅リフォーム工事に要す
る費用の一部を補助します！
　 対象経費
　内装・外装・外構に係る工
事。水廻り・エアコン設置・
暖房ボイラーの改修など
　設置工事が伴っても対象外
になるもの、移動式・取り外
し可能なものは対象外。

　 支援額
　リフォームに要する費用
の100分の20以内の額とし、
20万円を限度。(工事に要す
る費用は20万円以上（消費
税を除く）であること）ただ
し、村内建設業者において工
事を実施した場合は、３万円
を上乗せして交付。

定住促進リフォーム補助金

村内業者実施で＋３万円

補助金最大

50万円

補助金最大

23万円

（内線：241・243）

・新篠津村定住促進リフォーム補助金は、内閣府「令和７年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用しています。・新篠津村定住促進リフォーム補助金は、内閣府「令和７年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用しています。
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→
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→

詳
細
は
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https://www.vill.shinshinotsu.hokkaido.jp/hotnews/detail/00003543.html
https://www.vill.shinshinotsu.hokkaido.jp/hotnews/detail/00003545.html
https://www.vill.shinshinotsu.hokkaido.jp/hotnews/detail/00003546.html


村政方
針

村
長 

石
塚
隆

３
健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち

４

力
強
く
豊
か
な

　
　
　

産
業
の
息
づ
く
ま
ち

６
財
政
計
画

令和８年第１回議会定例会が３月９日から17日の日程で開催されました。今月号は「 村政・教育行政執行方　  針 」と「 新年度予算の概要 」についてお知らせします。
０

は
じ
め
に（
行
政
執
行
方
針
）

04

ふ
る
さ
と
納
税

03

DX
推
進

▼
村
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
公
金
収
納
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実

施
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
使
え
る
人
と
使

え
な
い
人
と
の
間
に
生
じ
る
格
差（
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
）
の
解
消
に
努
め
、

地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

10

防
災
関
係

▼
災
害
時
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
定
期

的
に
実
施

▼
防
災
行
政
無
線
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
連
動
さ

せ
た
、
よ
り
幅
広
く
確
実
な
情
報
発
信

の
運
用

12

農
業
支
援

▼
後
継
者
対
策
・
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
、
都

市
と
農
村
の
交
流
事
業
の
充
実

▼
農
業
基
盤
強
化
を
図
る
、
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
と
し
て
７
地
区
の
整
備

▼
令
和
８
年
度
で
は
、
た
っ
ぷ
の
湯
の
大

規
模
改
修
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
今

後
に
お
い
て
も
、
旧
ア
イ
リ
ス
の
解
体

を
含
め
た
今
後
の
利
活
用
な
ど
に
多
額

の
経
費
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
地
域
医

療
を
確
立
す
る
た
め
の
支
援
を
継
続

15

地
方
債

▼
各
自
治
区
会
館
や
南
団
地
の
建
替
え
な

ど
大
型
投
資
的
事
業
の
実
施
に
よ
る
村

債
の
借
入
残
高
の
増
加
に
伴
い
、
公
債

費
負
担
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況

▼
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
次
世
代
の
新
型
機
に
更

新
し
、
非
常
時
の
情
報
発
信
体
制
を
強

化11

医
療
・
福
祉

▼「
が
ん
患
者
等
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支

援
事
業
」を
新
た
に
開
始

▼「
産
後
ケ
ア
事
業
」利
用
料
金
を
引
き

下
げ
、
健
や
か
な
育
児
を
支
援

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
エ
ア
コ
ン
を

整
備

▼
障
害
児
の
施
設
通
所
に
係
る
交
通
費
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
障
害
者
に
対

し
て
も
拡
大

▼
入
学
祝
金
の
贈
呈
や
高
校
生
の
通
学
に

対
す
る
助
成
お
よ
び
修
学
旅
行
費
用
の

負
担
軽
減
策
を
実
施

▼
小
学
校
の
学
習
室
に
可
動
式
間
仕
切
り

を
設
置
す
る
改
修
を
行
い
、
特
別
支
援

教
育
の
学
習
環
境
を
整
備

　
私
が
村
長
に
就
任
し
て
か
ら
早
い
も
の

で
、
２
期
８
年
を
全
う
し
、
昨
年
６
月
に

は
３
期
目
の
信
任
を
賜
り
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
議
員

の
皆
様
と
は
、
活
発
な
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
よ
り
良
い
村
政
と
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
村
長
就
任
時
か
ら
最
重
要
課
題
と
し
て

掲
げ
て
い
た
人
口
減
少
対
策
と
と
も
に

「
新
篠
津
村
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
各
種
施
策
は
、
こ
れ
ま
で
村
民
の

皆
様
、
村
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
で
、
本
村

の
将
来
像
で
あ
る「
豊
か
な
田
園
に
囲
ま

れ
た
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
新
し
の
つ
」

を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度

補
正
予
算
に
よ
り
、
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
る
全
て
の
村
民
の
方
々
、
医
療
や

介
護
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

出
す
教
材
の
充
実
に
努
め
、
安
全
で
安

心
な
学
び
の
環
境
を
整
備

4広報 新しのつ　令和８年４月号



１
村
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

５

心
豊
か
な
人
を
育
て
る
ま
ち

特
集

令和８年度 行政・教育執行方針

令和８年第１回議会定例会が３月９日から17日の日程で開催されました。今月号は「 村政・教育行政執行方　  針 」と「 新年度予算の概要 」についてお知らせします。

快
適
で
安
全
な
ま
ち

２

０
は
じ
め
に（
教
育
執
行
方
針
）

02

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

▼
新
た
に
令
和
９
年
度
か
ら
８
年
間
の
基

本
構
想
と
前
期
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

ら
の
策
定
に
係
る
現
況
の
把
握
と
分
析

の
た
め
、
新
た
な
人
口
推
計
及
び
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

▼
お
米
に
偏
ら
な
い
幅
広
い
返
礼
品
の
魅

力
発
信
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た
財
源

と
な
る
よ
う
推
進

▼
環
境
保
全
型
農
業
支
援
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
農
業
者
の
諸
活
動
、
取
り
組
み

に
対
し
支
援

自
治
区
自
治
会

01▼
自
治
区
予
算
の
検
証
、
見
直
し
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
再
生
と
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
自

治
区
総
合
交
付
金
に
、
１
世
帯
当
た
り

５
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
交
付

06

移
住
定
住
促
進
策

▼
移
住
希
望
者
の
費
用
負
担
軽
減
を
目
的

に
、
引
越
し
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補

助
▼
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
補
助

▼
空
き
家
の
除
却
費
用
を
支
援

07

除
排
雪
体
制

▼
雪
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
安
心
・
安
全

な
生
活
路
線
の
確
保

▼
北
部（
第
１
）と
南
部（
第
４
）に
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置

08

交
通
確
保

▼
村
営
バ
ス
２
路
線
の
安
全
で
安
定
し
た

運
行

▼
主
要
交
通
路
線
で
あ
る
北
新
線（
新
篠

津
ー
岩
見
沢
間
）の
路
線
維
持
を
支
援

05

環
境
対
策

▼
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

09

消
防
・
救
急
体
制

▼
消
防
庁
舎
及
び
車
庫
棟
屋
上
防
水
事
業

を
実
施
し
、
常
備
消
防
力
の
整
備
及
び

非
常
備
消
防
力
の
推
進

13

商
工
観
光
振
興

▼「
し
ん
し
の
つ
温
泉
た
っ
ぷ
の
湯
」の

老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
▼
天
灯
祭
り
や
天
文
台
な
ど
の
運
営
の
充

実
▼
商
工
会
運
営
の
支
援
お
よ
び
中
小
企
業

等
特
別
融
資
の
枠
を
確
保
し
、
利
子
補

給
等
を
継
続
し
て
支
援

▼
小
中
一
貫
教
育
に
お
い
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
連
携
に
加
え
、
認
定
こ
ど

も
園
へ
移
行
す
る
際
の
幼
児
学
習
を
取

り
込
ん
で
連
携
を
推
進

14

教
育
関
係

▼
I
C
T
教
育
に
係
る
学
習
意
欲
を
引
き

▼
現
在
４
台
で
運
行
し
て
い
る
小
中
学
校

へ
の
通
学
バ
ス
の
う
ち
、
老
朽
化
が
進

む
１
台
を
更
新

　
昨
今
の
物
価
上
昇
や
人
件
費
の
高
騰
な

ど
も
影
響
し
、
村
の
財
政
運
営
は
、
余
裕

が
あ
る
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
国
の

施
策
を
注
視
し
な
が
ら
も
、
地
域
課
題
の

解
決
を
最
優
先
事
項
と
し
て
令
和
８
年
度

の
予
算
編
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
る
し

ん
し
の
つ
温
泉
た
っ
ぷ
の
湯
の
大
規
模
改

修
工
事
に
着
手
し
ま
す
が
、
令
和
８
年
度

予
算
は
、
そ
の「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
」を
指
針
と
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
人
口

対
策
や
住
環
境
整
備
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
の
課
題
に
引
き
続
き
取
り
組
む
ほ

か
、
直
面
す
る
防
災
、
健
康
、
教
育
に
も

し
っ
か
り
対
応
し
、
村
の
将
来
像
を
実
感

で
き
る
よ
う
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
対
す
る
支
援

　
い
つ
の
時
代
も
教
育
が
社
会
の
礎
と
な

り
、
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
代
は
、
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、

将
来
の
予
測
が
困
難
な
挑
戦
の
時
代
を
迎

え
て
い
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
し
な
や
か

に
生
き
抜
き
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け

る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
が
、
教
育
に

は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

の
育
成
」
と「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
」
を
基
本
構
想
に
掲
げ
、
北
海
道

は「
夢
や
課
題
に
新
た
な
発
想
で
挑
戦
す

る
人
」並
び
に「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
地
域
の
発
展
の
た
め

に
行
動
す
る
人
」の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
村
で
は
教
育
大

綱
の
理
念
実
現
に
向
け「
心
豊
か
な
人
を

育
て
る
ま
ち
」を
基
本
目
標
に
据
え
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
村
の
将
来
像
で
あ
る「
豊
か
な
田
園

に
囲
ま
れ
た
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を
実

現
す
る
た
め
、
令
和
8
年
度
も「
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
夢
や
目
標
を
い
だ
い
て
、
未

来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
、
た
く
ま
し
い

子
ど
も
」の
育
成
、
そ
し
て
、
村
民
の
皆

様
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
心

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
円
滑
な
教

育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
農
協
と
連
携
し
て
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

購
入
費
用
の
補
助
お
よ
び
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地

局
を
、
ス
マ
ホ
で
位
置
情
報
デ
ー
タ
が

取
得
可
能
と
な
る
よ
う
改
修

5 広報 新しのつ　令和８年４月号



２

３
社
会
教
育

学
校
給
食

１
学
校
教
育

特
集

令和８年度 行政・教育執行方針

方
針教育
教
育
長 

吉
本
浩
志

07

▼「
安
心
し
て
学
べ
る
支
援
体
制
の
確

立
」と
し
て
、
学
習
支
援
員
等
の
配
置

05

学
校
支
援
体
制

▼「
地
域
学
校
協
働
活
動
の
充
実
」と
し

て
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
を
大
切
に
し
、
小
学
校
で
の「
ふ
れ

あ
い
塾
」や
、
中
学
3
年
生
に
よ
る
村

へ
の「
政
策
提
案
会
」な
ど
、
地
域
の

教
育
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
体
験

的
学
習
を
実
施

02

地
域
学
校
協
働
活
動

▼「
食
農
教
育
と
食
育
の
充
実
」と
し
て
、

農
業
の
村
と
し
て
の
誇
り
を
育
む
た
め
、

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
食
材
の
使

用
率
を
向
上
さ
せ
、
生
産
者
へ
の
感
謝

と
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
の
充
実

06

食
農
教
育

10

ス
ポ
ー
ツ
活
動

▼「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
と
し
て
、

今
年
の
8
月
に
本
村
で
開
催
予
定
の

「
Ｂ
＆
Ｇ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会 

水
上
の
部
」
が
成
功
裏
に
終

わ
る
よ
う
準
備
・
運
営
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
国
や
道
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受

け
て
、
部
活
動
の
地
域
展
開
に
関
す
る

在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討

▼「
小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る
充
実
」

と
し
て
、
9
年
間
の
連
続
し
た
学
び
を

大
切
に
し
、
乗
り
入
れ
授
業
や
中
学
校

体
験
入
学
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

令
和
9
年
度
開
園
予
定
の
認
定
子
ど
も

園
と
の
つ
な
が
り
を
見
据
え
た
検
討

01

小
中
一
貫
教
育

▼「
国
際
理
解
教
育
の
充
実
」
と
し
て
、

自
己
理
解
と
他
者
理
解
を
基
盤
に
、
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
図
り
、
海
外
中
学
生
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
に
も
挑
戦

04

英
語
教
育

▼「
学
び
の
質
を
高
め
る
教
育
の
推
進
」

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
導
入
な
ど
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
充
実
さ
せ
、
個
別
最
適
な

学
び
を
支
援

03

I
C
T
教
育

▼「
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
」と
し
て
、

各
地
区
会
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
よ
り
、

地
域
活
動
の
安
全
性
を
向
上

11

社
会
教
育
施
設

08

生
涯
学
習

▼「
生
涯
学
習
の
基
盤
強
化
」
と
し
て

「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
」を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
図
書
室
機
能
の
充
実

09

青
少
年
教
育

▼「
青
少
年
の
健
全
育
成
」と
し
て
、
湧

別
町
と
の
交
流
事
業
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

ワ
ー
ク
な
ど
の
体
験
活
動
を
推
進
し
、

体
験
を
言
語
化
し
、
自
分
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
、

非
認
知
能
力
の
育
成
を
推
進

▼「
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
」と
し

て
、
文
化
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
支

援
と
と
も
に
、
中
学
3
年
生
を
対
象
と

し
た「
劇
団
四
季
」の
観
劇
を
実
施
す

る
な
ど
、
本
物
の
芸
術
に
触
れ
る
機
会

を
提
供

文
化
活
動

▼
湧
別
町
中
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

な
ど
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め

直
す
機
会
を
創
出

▼
教
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で

子
ど
も
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推

進
し
、
質
の
高
い
教
育
環
境
を
維
持

▼
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
海
外
語
学

研
修
に
つ
い
て
は
、
そ
の
在
り
方
の
検

討
を
継
続

▼
不
登
校
へ
の
適
切
な
対
応
と
し
て「
村

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
に
向

け
た
検
討
と
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
の
実
現

▼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
令
和
9
年
度
の
改
修
に
向
け
た

準
備
を
開
始
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令和
８年度 当初予算の主な事業

総
務
費

　我が国は、経済が緩やかに回復している一方で、
賃金の伸びは物価上昇に追いつかず、食料品を中
心とした物価上昇により、個人消費は力強さを欠
いています。こうした状況に対し、国では生活の
安全保障・物価高への対応など、令和７年度に策
定した「強い経済を実現する総合経済対策」の関
連施策の速やかな実行と、令和８年度予算編成の
取り組みへ切れ目のない経済財政運営を行うとし
ています。

土
木
費

▼ 

村
道
・
橋
梁
の
維
持
管
理

▼ 

除
排
雪
事
業

▼ 

し
の
つ
公
園
等
公
園
の
維
持
管
理

▼ 

公
営
住
宅
等
の
維
持
管
理

道
路
や
住
宅
、
ま
ち
づ
く
り
に
使
う
お
金

教
育
費

▼ 

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
（
中
学

　 

校
英
語
教
育
の
充
実
）

▼ 

児
童
生
徒
修
学
旅
行
費
補
助
金

▼ 

各
自
治
区
会
館
の
維
持
管
理

▼ 

学
校
給
食
へ
の
新
篠
津
産
米
活
用
事
業

学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
使
う
お
金

衛
生
費

▼ 

予
防
接
種
事
業

▼ 

が
ん
検
診
等
検
診
・
検
査
事
業

▼ 

妊
産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア
事
業

▼ 

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成

▼
が
ん
患
者
等
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
事
業

▼ 

保
健
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
設
置
事
業

▼ 

ご
み
処
理
・
収
集
運
搬
事
業

村
民
の
健
康
や
ご
み
処
理
に
使
う
お
金

商
工
費

▼ 

中
小
企
業
等
特
別
融
資
事
業

▼ 

産
直
市
場
・
道
の
駅
振
興
事
業

▼ 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
運
営
事
業

▼ 

新
篠
津
村
観
光
協
会
へ
の
補
助
金

▼ 

新
し
の
つ
青
空
ま
つ
り
へ
の
補
助
金

▼ 

た
っ
ぷ
の
湯
大
規
模
改
修
事
業
（
工
事

　
費
・
工
事
監
理
業
務
）

▼ 

し
ん
し
の
つ
天
文
台
管
理
運
営
事
業

観
光
事
業
や
商
工
業
の
振
興
に
使
う
お
金

　令和８年度予算においては、経済と財政はいずれ
も国民のためのものであり、広く国民に恩恵が行き
渡る予算編成を行うと方針が示されています。新篠
津村におきましても、国の方針や動向を注視し、社
会保障関連経費や物価高騰等による経費の上昇など
社会情勢を勘案して予算の編成を進めました。

　令和８年度の一般会計予算につきましては、計画
をしていました、平成９年オープンの「宿泊研修施
設しんしのつ温泉たっぷの湯」改修工事費を計上し
たことから前年度比29.9％と大幅に増加しました。
　将来に向けた持続可能な行財政運営を確立するた
め、地域課題の解決に必要とする事業予算を計上す
る一方、限られた予算で最大の事業効果を発揮でき
るよう事業の選択と集中を進めるとともに、行政の
更なるスリム化、行政サービスの提供にかかるコス
トやサービスについても見直しを行い、経費の抑
制・縮減に努めながら、さらなる住民サービスの向
上を図っていきます。
　引き続き『豊かな田園に囲まれた　笑顔あふれる
まち・新しのつ』の実現に向け、必要な事業を重点
化した予算としています。

▼ 

自
治
活
動
へ
の
支
援
・
助
成

▼ 

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業

▼ 

空
き
家
等
除
却
支
援
事
業

▼ 

定
住
促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

▼ 

移
住
促
進
引
越
支
援
事
業

▼ 

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

▼ 

村
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策
定
事
業

地
域
振
興
や
一
般
事
務
に
使
う
お
金

民
生
費

▼ 

各
団
体
等
へ
の
支
援
・
助
成

▼ 
障
害
福
祉
・
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

▼ 
高
齢
者
等
在
宅
生
活
支
援
事
業

▼ 
保
育
所
運
営
事
業

▼ 

保
育
士
等
就
労
奨
励
金

▼
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

▼
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
策
定
事
業

各
種
福
祉
事
業
を
行
う
た
め
の
お
金

農
林
水
産
業
費

▼ 

農
業
経
営
体
へ
の
融
通
資
金
利
子
助
成

▼ 

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
促
進
事
業
（
農

　 

業
用
ド
ロ
ー
ン
導
入
補
助
な
ど
）

▼ 

道
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

▼ 

揚
水
機
場
施
設
の
管
理

農
業
の
振
興
、
用
水
の
維
持
に
使
う
お
金

公
債
費

借
入
金
の
返
済
に
使
う
お
金

議
会
費

村
議
会
の
運
営
を
行
う
た
め
の
お
金

▼ 

村
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
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　令和８年度は「新篠津村まちづくり総合計画」後期計画４年間の最終年となります。
　令和８年度におきましても、総合計画の基本目標にそって、特に人口減少対策に重点を置き、移住定住促進や
交流人口・関係人口の増加につなげる事業予算を計上しました。
　まずは、計上しました予算の執行を着実に行うことにより、引き続き、持続可能な村づくりのため、行財政運
営を進めていきます。

歳入一般会計

会計名 令和８年度予算 令和７年度予算 伸率
一般会計 50億1,200万 38億5,900万 29.9

特
別
会
計

国民健康保険 ６億8,200万 ６億4,700万  5.4
介護保険 ４億3,100万 ４億2,000万 2.6

後期高齢者医療 １億500万 7,300万  43.8

小計 12億1,800万 11億4,000万  6.8

合計 62億3,000万 49億9,900万 24.6

（単位：円、％） （単位：円、％）
会計名 令和８年度予算 令和７年度予算 伸率

企
業
会
計

農業集落排水事業 １億1,348万 １億1,099万 2.2

収益的収入 １億243万 9,995万 2.5
収益的支出 9,978万 9,884万 1.0

資本的収入 － － －

資本的支出 1,369万 1,215万 12.7

歳入の構成は、国から交付される地方交
付税が35.9％と最も割合が高く、次に
村債が22.6％、村の貯金である基金か
らの繰入金、村税と続きます。今後も、
地方債（村債）の発行や基金の適切な管
理による、財源の確保に努めていく必要
があります。

▶ 村税 7,100万円、22.2％の
個人村民税所得割の増

増⤴

▶ 村債 9億6,740万円、588.8％の 
たっぷの湯改修事業債の増など

▶ 繰入金 1億95万円、22.2％の
各種基金取崩しの増

増⤴

■ 各会計の予算規模 ■ 企業会計

■ 歳入の主な前年比増減の理由

増⤴

自主
財

源
　

　
　

　
　

　　　　　　依存
財

源

5億
5,655万円
 (11.1%)

・自主財源
　13億5,023万円 (26.9%)

・依存財源
　36億6,177万円 (73.1%)

村税

諸収入

8,111万円
 (1.6%)

3億9,118万円 (7.8%)

1億5,000万円 
(3.0%)

6,307万円 (1.3%)

18億円 (35.9%)

3億5,779万円
 (7.1%)

村債

その他

２億305万円(4.1%)

11億
3,170万円
(22.6%)

7,323万円(1.4%)

歳　入
50億

1,200万円
（　）は構成比

寄附金

使用料・手数料

その他地方交付税

道支出金

国庫支出金
9,600万円(1.9%)
地方消費税交付金

繰入金

1億832万円 
(2.2%)

8広報 新しのつ　令和８年４月号



令和
８年度 当初予算の概要

歳出一般会計

スクールバス購入費の増など
▶ 教育費 1,925万円、7.5％の 増⤴

歳出（性質別）では、人件費・扶助費・
公債費を合計した義務的経費が前年度比
5.4％の増、投資的経費（普通建設事業
費）が同526.9％の増、その他の経費を
合計して同7.1％の増となりました。
令和８年度から９年度の２ヵ年度を工事

■ 歳出（目的別）の主な前年比増減の理由

減⤵

▶ 補助費等 １億2,111万円、16.4％の 
生活交通路線維持運行費補助事業、
移住定住促進事業の増など

▶ 公債費 3,246万円、7.0％の
村債償還額の増など

増⤴

■ 歳出（性質別）の主な前年比増減の理由

▶ 商工費 ９億6,319万円、636.4％の 
たっぷの湯改修工事の増など

増⤴

▶ 物件費 3,231万円、2.9％の
情報システムの標準化等事業、光通
信設備維持保守経費の減など

増⤴

期間とする「たっぷの湯改修工事」の８
年度計画事業費を計上し、投資的経費が
大幅増となりました。村の借金返済にあ
たる公債費の上昇や、物価高騰等の影響
も反映し、予算を編成しました。

▶ 土木費 4,567万円、10.7％の
橋梁近接目視点検業務、西団地Ｇ・
Ｉ棟外部等改修工事の増など

増⤴

義
務

的
経

費
                           

    
   

   
 投

資
的

経
費

歳出（目的別）
50億

1,200万円
（　）は構成比

総務費
12億

7,439万円 
(25.4%)

民生費
６億

8,763万円 
(13.8%)

農林水産業費
４億3,976万円 

(8.8%)

公債費
４億

9,627万円 
(9.9%)

土木費
４億7,234万円 

(9.4%)

教育費

衛生費

商工費

議会費
諸支出金・予備費

２億7,506万円 (5.5%)

２億1,064万円 (4.2%)

11億1,454万円 
(22.2%)

3,637万円 (0.7%)

500万円 (0.1%)

歳出（性質別）
50億

1,200万円
（　）は構成比

人件費
７億1,044万円 

(14.2%)

公債費
４億

9,627万円 
(9.9%)

扶助費
２億

8,566万円 
(5.7%)物件費

10億7,027万円 (21.4%)

補助費等
８億

5,967万円 
(17.2%)

維持補修費
３億3,925万円 

(6.8%)

繰出金
１億3,220万円 (2.6%) その他 2,912万円 (0.5%)

普通建設事業費
10億8,912万円

 (21.7%)

広報 新しのつ　令和８年４月号9



01 要請活動・情報化推進
標準準拠システムへ移行

▷２月５日、道町村会主催の行財政セミナーに参加
し、最新の国の動向把握とともに、講師との意見
交換を行いました。
▷住民記録・税・福祉など基幹20業務を、国が定
めた統一の標準準拠システムへ移行し、ガバメン
トクラウドへ集約する取り組みが本村でも進めら
れています。共通システム化により、データ連携
がスムーズになり、手続きの手間が大幅に軽減さ
れるほか、行政において災害時や制度改正時の対
応が迅速になる予定です。
▷地域住民のデジタルデバイト(情報格差)の解消の
ため「スマホ教室」の開催を引き続き進めたいと
考えています。

02 まちづくり
令和７年度自治懇談会を実施

▷自治懇談会は１月13日の第１自治区を皮切りに６
自治区において開催し、約230名が参加しました。
▷移住促進事業として２月14日、東京都で開催さ
れた「さっぽろ圏移住フェア2026」に参加し、
村移住に関するPRを行いました。
▷「お試し暮らし住宅」の利用は、４月からこれま
で９件の貸付が行われています。
▷「みのり団地」の販売状況は、令和７年度に１件
の売買契約がありました。
▷令和７年に開村130年を迎えたことから「新篠津
村開村130年記念誌」を制作し、各家庭に配布し
ました。
▷３月２日、東京都で行われた内閣府主催の「CJPF
アワード2026」にて、新篠津産米魅力発信動画
制作業務として制作した「わたしのふるさとの
話」が、ムービー部門で「優秀賞」を受賞しました。

05 福祉・保健医療
1人でも多くの接種を

▷除雪サービス事業は、独居高齢者等で身体上の障
がい等により除雪が困難と認める40世帯を対象
に実施しました。
▷独居高齢者等の低所得世帯に対して行っている福
祉灯油助成事業は、２月末現在95世帯に対し、
16,000円の助成を行いました。
▷インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の発
症や重症化予防を目的に、65歳以上の方等を対
象に、１月末現在インフルエンザワクチンは635
名、新型コロナウイルス感染症ワクチンは155名
の方に助成を行いました。
▷令和７年４月から高齢者等帯状疱疹ワクチンの定
期接種が始まり、１月現在で延べ99名の方が接
種を終え、費用の助成を行いました。

02 小学校教育
ご入学をお待ちしています

▷12月16日、第２回教育支援委員会を開催し、４
月に入学予定の新１年生となる児童11名を対象
に就学審査を行い、１月19日付けで保護者に対
し就学通知を送付しました。
▷２月５日、第２回幼児学級を
開催し、入学当初の日課や授
業の内容等について説明を行
いました。

03 中学校・高等養護学校教育
新たな道へ

▷中学３年生の進路状況は、16名全員が進学を希
望しています。２月に公立高校の推薦入試と私立
高校入試、３月４日に公立高校一般入試がそれぞ
れの高校で実施されました。
▷３月６日、新篠津高等養護学校にて令和７年度卒
業証書授与式が挙行されまし
た。今年度は、38名の生徒
が卒業され４月からは新たな
道に進むこととなります。

３月９日から17日の日程で開催された新篠
津村議会第１回定例会にて、議会初日に村
長・教育長が村・教育行政報告を行いました。

村・　 育
行政報告

教

村村 行 政 報 告 行 政 報 告
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令和８年度

保存版

１年間の健診の日程・健診項目等を記載しています。
広報誌から抜き出して保存してください。

新篠津村 令和８年度

健康診査のご案内

新篠津村役場住民課保健予防係
【 お問合せ・申込み 】 Tel. 0126-57-2111

受付時間：平日8：45～ 17：15

生活習慣病の早期発見とご自身の
健康状態を確認するために

年１回の健康診査をお勧めします。

40歳以上からは…

がんや生活習慣病は、知らない
うちに進行し、気付いたときに
は重症化していることが少なく
ありません。特に40歳を過ぎ
ると病気のリスクが年齢ととも
に高まります。

そのため、定期的に健診を受け、
自分の体の状態や変化を知るこ
とが大切です。



性別 年齢 検診の種類 検査の内容 料金

共 

通

30歳から 肺がん検診
胸部X線検査 500円

ヘリカルCT検査 4,000円
30歳から

胃がん検診 ※１
バリウム検査 1,000円

50歳から 胃内視鏡検査 3,000円

30歳から 内臓脂肪測定 内臓脂肪CT検査 1,500円 
※２

30歳から ※３ ピロリ菌検査
血液検査

1,000円
９歳から ※４ エキノコックス検査 無料
40歳から ※３ 肝炎ウイルス検査 無料

40歳から 大腸がん検診 便検査（２日分 ） 500円

20歳・30歳・40歳
50歳・60歳・70歳 歯周病検診

問診、口腔内検査
（ 歯や歯肉の状況、歯石の有無、

清掃状態など ）、結果説明
無料
※６

75歳から
後期高齢者医療加入者の方 後期高齢者歯科健診

問診、口腔内検査
（ 歯の状態、嚙み合わせ、

口腔衛生状況など ）、結果説明
無料
※６

男性 50歳から 前立腺がん検診 血液検査 無料

女 

性
20歳から

子宮頸がん検診 ※５
頸部細胞診 ※７ 1,000円

必要者に体部がん検診 500円
HPV検査 ※８ 1,000円

骨粗しょう症検診 超音波検査 500円
40歳から 乳がん検診 ※５ マンモグラフィ検査 ※９ 1,000円

年齢 健診の種類 検査の内容 料金
30歳から39歳 基本健康診査 問診・身体計測

血圧・血液検査
尿検査・心電図
必要者に貧血
・眼底検査

1,000円
40歳から74歳
新篠津村国保の方 特定健康診査

75歳から
後期高齢者医療加入者の方 後期高齢者健診

※１：前年度に村の検診で胃内視鏡検査を受けた方は対象外　※２：ヘリカルCT検査を受ける方は1,000円　
※３：今まで受けたことのない方　※４：５年に１回　※５：２年に１回　※６：要受診券　
※７：北海道対がん協会・岩見沢市立病院はエコーがセット　※８：頸部細胞診の追加として検査
※９：40から49歳の方は２方向、50歳以上の方は１方向

各種健診（ 検診 ）の種類と料金を確認！Check 01



日程 申込期間 健診名 委託機関 備考

６月18日（ 木 ） ５月７日（ 木 ）から
５月22日（ 金 ）まで 総合健診

北
海
道
対
が
ん
協
会

札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

７月８日（ 水 ）
５月25日（ 月 ）から
６月12日（ 金 ）まで 総合健診

７月９日（ 木 ） ８：３０より女性限定
（ 乳・子宮がん検診あり ）

８月28日（ 金 ） ６月30日（ 火 ）から
７月17日（ 金 ）まで バス健診 バス送迎付き

10月16日（ 金 ） ８月31日（ 月 ）から
９月11日（ 金 ）まで 巡回健診 札幌厚生

病院

11月19日（ 木 ） 10月１日（ 木 ）から
10月16日（ 金 ）まで 総合健診 北

海
道
対
が
ん

協
会
札
幌
が
ん

検
診
セ
ン
タ
ー12月３日（ 木 ） 10月26日（ 月 ）から

11月６日（ 金 ）まで バス健診 バス送迎付き

受診可能日程 健診項目

全日程
・特定健康診査（ 基本健康診査・後期高齢者健診 ）

・各種がん検診（ 胃バリウム・肺XP・大腸・前立腺 ）
・エキノコックス、肝炎、ピロリ菌

８月28日（ 金 ）
12月３日（ 木 ）

・胃がん内視鏡検査・ヘリカルCT
・内臓脂肪測定・骨粗しょう症検診

７月９日（ 木 ）
８月28日（ 金 ）
12月３日（ 木 ）

乳・子宮頸がん検診

６月18日（ 木 ）
７月８日（ 水 ）
11月19日（ 木 ）

歯周病検診・後期高齢者歯科健診

集団健診の日程と申込期間を確認！Check 02

【 集団健診 】　バス健診を除き、場所は保健センターです。

【 項目 】　下記からご希望の項目を受診できます。

集
団
健
診
は
、
お
電
話
の
ほ
か
、

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み
が
可
能

で
す
。
申
込
み
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



　　　検診の種類

医療機関名　　　

特定
健診

基本
健診

後期
高齢者
健診

胃がん
検診/
内視鏡

胃がん
検診/

バリウム

肺
がん
検診

大腸
がん
検診

乳
がん
検診

子宮頸
がん
検診

前立腺
がん
検診

その他

北海道
対がん協会

（ 札幌がん検診センター）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（エコー有）
○

骨検診・
エキノ

コックス

札幌厚生病院
人間ドックとしてのみ受診可能です 骨粗しょう症

・エキノ
コックス○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩見沢市立病院
市民健康
センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（エコー有）

○ 骨粗しょう症

江別市立病院 ○ ○ ○ ○ ○

さいわい
内科消化器
クリニック

○

すこやか
クリニック

新篠津
○ ○ ○ ○ ○

骨粗しょう症
・エキノ
コックス

【 個別健診 】　下記の医療機関ではいつでも受診可能です（要予約）。

【 申込方法 】   お電話またはQRコードからお申込みできます。なお、QRコードは４月からお申込みいただけます。

① 住民課保健予防係へ電話し、健診場所と
健診項目を伝えます。

② 村から健診機関に申し込みを行うので、
翌日以降に健診機関に直接電話し、日程
を決めてください。

　　　　　　　　　　※電話番号は表紙に記載

個別健診と各健診の申込方法を確認！Check 03

〇 集団健診 〇 個別健診
申込期間内に住民課保健予防係へ電話、
または下記QRコードからお申込みください。

https://qr.quel.jp/om/dv1w8x


村・教育行政報告

03 商工業・観光業
大盛況の新しのつランタン祭り

▷１月10日にオープンした、しのつ湖でのワカサ
ギ釣りは、4,800人余りの来場者があり、シーズ
ンを通して昨年並みの利用者になる見込みです。
▷２月21日に開催した「新しのつランタン祭り」は、
村内外から多くの協賛をいただました。学生やボ
ランティアの協力のもと、約500個の紙袋ランタ
ンを展望台周辺に飾付けをしました。また、天体
観測や本村の新しいPRキャラクター「しんしの
つのそらみちゃん」の初披露もありました。当日
は天気の良い日でしたが、夕方になっても風が落
ち着かず、安全を考慮し天灯の打上げは中止とな
りましたが、花火の打上げは行われ、昨年を大き
く上回る約6,000人もの来場者が訪れました。

04 戸籍・交通安全運動
交通事故死ゼロの日達成に向けて

▷本村のマイナンバーカード
の交付枚数は、１月末現在で
2,248枚、交付率は83.9％
です。
▷現在「交通事故死ゼロの日」1,500日（達成日：
令和８年10月９日）の達成に向けて、交通安全
運動に取り組んでいます。
▷１月28日、札幌市にて北海道交通安全功労者等
表彰式が行われ、菅原典男氏が北海道善行賞を受
賞されました。
▷高齢者運転免許証自主返納サポート事業は、１月
末までで16名（累計211名）の方が免許証の返
納手続きをしました。

06 農業・気候
例年になく少ない降雪量

▷本村の主食用米の生産の目安は、数量で１万3,536
㌧、面積で2,230.0㌶として示され、作付面積に
おいて対前年比0.27％増の設定となりました。
▷農業者への環境保全型農業直接支援対策事業交付
金は、３月末には87名の農業者（取組面積
620.46㌶）に対し2,819万7,860円の交付金の
支払いをしています。
▷11月中旬から降雪があり、例年になく少ない降
雪量となりました。また、２
月26日現在においての最大
積雪深は93cmとなっていま
す。

01 学校教育
ご卒業おめでとうございます

▷２月20日、小中一貫学校運営協議会が開催され、
学校長より令和８年度の学校経営方針の説明があ
り承認を受けました。その後、グループに分かれ
て「家庭でのメディア利用について」の熟議が行
われました。
▷２月25日、新しのつ小中一貫教育全体研修会が
開催され、令和８年度に向けての小中一貫教育経
営方針やロードマップの確認を行いました。
▷３月13日に第60回中学校卒業証書授与式、３月
19日に第48回小学校卒業証書授与式がそれぞれ
挙行され、小学生26名、中学生16名の卒業生が
式典に出席しました。

04 社会教育
10年連続「特A評価」を獲得

▷１月23日、第18回Ｂ＆Ｇ全国サミットが東京都に
て開催され、村長及び教育長が参加しました。日
本財団尾形会長の特別基調講演をはじめ、地域資
源活用や創出を通じたシビックプライド醸成の取
り組みについて、事例発表や意見交換が行われま
した。また、表彰式では10年連続「特Ａ評価」を
獲得し、優良海洋センターの表彰が行われました。
▷１月25日、冬の野外活動として恒例となってい
る「ちびリンピック」が村連合青年団主催のもと
開催され、60名の子ども達が参加しました。
▷２月７日、自治区対抗スポーツ大会が開催されま
した。ミニバレー、モルック競技共に大いに盛り
上がり、総勢180名が参加しました。

05 給食センター
美味しい給食の提供を

▷昨年４月以降、米を含む食
料品の値上がりがありまし
たが、村の財政支援によっ
て、これまで同様に質と栄
養バランスに配慮した美味しい給食の提供ができ
ています。
▷３月13日、小学５・６年生を対象としたバイキ
ング給食を実施しました。子どもたちが栄養を考
えながらバイキング給食を楽しむことができるよ
う、前授業において栄養教諭、養護教諭による栄
養をテーマとした食育授業を行いました。

教 育教 育 行 政 報 告 行 政 報 告

11 広報 新しのつ　令和８年４月号
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　：日時
　：費用

お知らせ表示

　：場所
　：期間

　：内容
　：申込
　：定員
　：詳細

　：対象
　：その他

く
ら
し
の
情
報

　：持ち物
　：問合せ

戸
籍
年
金
係

福
祉
係

税
務
係

令
和
8
年
度 

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
学
生
納
付
特
例

申
請
書
の
送
付
に
つ
い
て

特
定
疾
患
等
患
者
へ
の

見
舞
金
制
度
の
ご
案
内

退
職
後
は
年
金
の

切
り
替
え
手
続
き
を

固
定
資
産
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
令
和
8
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
、
月
額
１
万
７
９
２
０
円
で
す
。
保

険
料
額
は
国
民
年
金
法
第
87
条
に
お
い

て
１
万
７
千
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
物
価
と
賃
金
の
上
昇
を
踏
ま
え

昨
年
度
か
ら
1.9
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、

こ
の
保
険
料
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度

に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
令
和
８
年
度
も
在

学
予
定
の
方
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」を
４
月
上
旬
よ
り
発
送
し
ま
す
。

４月21日（火）まで「こどもの日ギフト」、４月23日（木）までは「母の日ギ
フト」の申し込み受け付け中です。一部商品は４月15日（水）までのお申し
込みで配達希望日の指定ができます。また、郵便局のネットショップでも
申し込みできますので、ぜひご利用ください。

郵便局

　
４
月
１
日

（水）
か
ら
６
月
30
日

（火）
ま
で

の
間（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）、
総
務

課
税
務
係
の
窓
口
で
、
令
和
８
年
度
固

定
資
産
税
に
か
か
る
土
地
・
家
屋
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
行
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
ご
自
身
の
資
産
を
確
認
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
会
社
を

退
職
さ
れ
た
あ
と
、
農
業
者
、
自
営
業

者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
等
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
退
職
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
に
国
民
年
金
第
1
号
被
保

険
者（
ま
た
は
第
3
号
被
保
険
者
）へ
の

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類
：
①
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
も
の（
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
等
）ま
た
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

②
退
職
日
ま
た
は
資
格
喪
失
日
の
証
明

書
類（
退
職
証
明
書
、
資
格
喪
失
証
明

書
、
離
職
票
等
）

　

 

ご
自
身
の
ス
マ
ホ
等
で
、
マ
イ
ナ

　

 

村
に
在
住
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
北
海
道
の
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

の
対
象
者

②
血
友
病
治
療
に
よ
る
先
天
性
代
謝
異

常
児
医
療
給
付
の
対
象
者

③
腎
臓
疾
患
に
よ
る
人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
方

④
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策
医

療
給
付
事
業
の
対
象
者（
肝
炎
治
療
特

別
促
進
事
業
を
含
む
）

⑤
橋
本
病
重
症
患
者
対
策
医
療
給
付
事

業
の
対
象
者

⑥
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
「
カ
ー
ド
本
体
」

は
10
年
ご
と（
未
成
年
は
５
年
）、「
電

子
証
明
書
」は
5
年
ご
と
に
更
新
が
必

要
で
す
。
対
象
の
方
に
は
青
い
封
筒
の

「
有
効
期
限
通
知
書
」が
届
き
ま
す
。
有

　

 

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

　
 

在
学
し
て
い
る
学
校
等
に
変
更
が

あ
る
方
は
、
こ
の
は
が
き
で
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
通
常
の
申

請
書
に
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

日
本
年
金
機
構
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
タ
ル
か
ら
電
子
申
請
で
き
ま
す
。

　

 

下
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
日
本
年
金
機
構

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
マ
イ
ナ
保
険

証
やe-Tax

（
確
定
申
告
）な
ど
の
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

 

事
前
に
電
話
予
約
の
上
、
お
早
め

の
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
￥
内

所
期
対

申
定
詳

他

申

詳

申

他

対

詳他

問
持

https://www.nenkin.go.jp/index.html
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保
健
予
防
係

住
民
生
活
係

 

肝
が
ん
検
診
の
ご
案
内

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
お
知
ら
せ

不
要
な
パ
ソ
コ
ン
や
小
型
家
電

を
宅
配
便
で
回
収
し
ま
す

自
転
車
に
も
青
切
符
が

適
用
さ
れ
ま
す

　

 

５
月
23
日
(土) 

10
時
～
（
予
約
制
）

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を

持
っ
て
い
る
方
、
肝
臓
病
ま
た
は
健
診

等
で
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方

　

 

３
０
０
０
円（
検
診
料
６
０
０
０
円

で
す
が
村
で
３
０
０
０
円
助
成
）

　

 

問
診
、
血
液
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
、

肝
臓
専
門
医
に
よ
る
療
養
相
談

　

 

４
月
23
日

（木）
～
５
月
14
日

（木）
ま
で

　
４
月
１
日
よ
り
改

正
道
路
交
通
法
が
適

用
さ
れ
、
自
転
車
の

一
定
の
違
反
に
青
切

符
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

反
則
行
為
に
よ
っ
て

は
、
３
千
円
か
ら
１
万
２
千
円
の
反
則

金
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

 

下
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
警
視
庁
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
度
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
対
象
と
な
る
方
は
、
個
別
に

ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

 

①
65
歳
の
方（
65
歳
の
誕
生
日
か
ら

66
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前
日
ま
で
）

②
接
種
日
に
満
60
歳
～
65
歳
未
満
の
方

で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
障
害

の
あ
る
方
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

　
 

・
こ
れ
ま
で
に
接
種
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
で
も
、
医
師
に
よ
り
接
種
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
際
に
は
、
定
期
予
防

接
種
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
を
超
え
る
方
を
対
象
と
し
た
経
過

措
置
は
令
和
５
年
度
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

 

令
和
９
年
３
月
31
日

（水）

　

 

す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
新
篠
津（
完

全
予
約
制
）　
☎ 

57
・
２
３
３
４

　

 

３
３
０
０
円（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
が
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
。）

の
対
象
者

⑦
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
治
療

研
究
事
業
の
対
象
者

⑧
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
で

あ
る
疾
患
を
起
因
と
す
る
身
体
障
害
者

手
帳（
１
級
）所
持
者

⑨
呼
吸
器
機
能
障
が
い
に
よ
り
身
体
障

害
者
手
帳（
３
級
以
上
）を
所
持
し
、
在

宅
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
る
方

⑩
身
体
障
害
者
手
帳（
２
級
以
上
）と
療

育
手
帳（
Ａ
判
定
）の
両
方
を
所
持
し
て

い
る
重
度
障
が
い
者

　

 

見
舞
金
：
月
額
３
５
０
０
円

　

 

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
、
生
活
保
護
費
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
対
象
外
で
す
。

　

 

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民

課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

江別保健所内部改修工事完了のお知らせ

　庁舎の長寿命化を目的とした江別保健
所内部の改修工事が完了し、申請等の業
務や受付は、従来どおり本庁舎にて業務
を行っております。
　工事期間中、ご理解とご協力をいただ
きありがとうございました。
　なお、庁舎周辺では引き続き外壁など
の外部工事を行っており、工事車両の出
入りなどもございます。ご来庁の際は、
足元や周囲の安全に十分ご注意ください。
　 江別保健所企画総務課総務係
☎ 011-383-2111

　

村
と
協
定
を
締

結
し
て
い
る
リ

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、

家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
・
小
型
家
電
を
宅
配

便
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

へ
申
し
込
み
。
宅
配
業
者
が
ご
希
望
の

日
時
に
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　

 
回
収
品
に
パ
ソ
コ
ン
本
体
を
含
む

場
合
は
無
料
。

　

 

下
記
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
村
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

９
時
～
16
時
30
分（
留
守
番
話
対
応
は

４
月
30
日
～
５
月
１
日
、
土
日
祝
日
）

※
留
守
電
の
場
合
は
、
平
日
の
日
中
に

連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
と
お
名
前
を

録
音
し
て
く
だ
さ
い
。
肝
が
ん
検
診
団

事
務
局
よ
り
後
日
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　

 

肝
が
ん
検
診
団
事
務
局
☎
０
１

１
・
７
２
８
・
１
０
０
８

消防水利の除雪にご協力いただき
ありがとうございます！

　新篠津消防では、村内に設置されている消
火栓や防火水槽などの消防水利を有効に活用
するため、定期的に水利点検や水利周辺の除
雪を行っています。消防職団員が巡回すると、
付近の皆さまのご協力により、多くの場所が
既に除雪されている状況でした。
　日頃より消防水利などの維持管理にご協力
いただき、大変感謝しております。消防職団
員一同心からお礼申し上げます。

新篠津消防署

申

所

￥

対

問

日

期

￥申

期

詳 他

対

申￥詳

申

￥

他

内

https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bicycle/portal/index.html
https://www.vill.shinshinotsu.hokkaido.jp/hotnews/detail/00003043.html


14広報 新しのつ　令和８年４月号

 

江
別
保
健
所

村
職
員
人
事
異
動

　
【
４
月
１
日
付
】

教
職
員
人
事
異
動

　
【
４
月
１
日
付
】

令
和
８
年
度
調
理
師
試
験

の
ご
案
内

H
I
V
・
梅
毒
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
・

H
T
L
V-

１
検
査
の
ご
案
内

①一般曹候補生：18 歳以上 33 歳未満
　 ５月７日（木）まで
②�自衛官候補生
　年間を通じ受け付けしています。
　 自衛隊札幌地方協力本部 
江別地域事務所 
☎ 011-383-8955 
または役場住民課
住民生活係

自衛官等採用試験について

【
退
職
３
月
31
日
付
】

▼
林
和
沙（
住
民
課
福
祉
係
主
査
）

新
篠
津
小

【
転
入
】▼
校
長
（
恵
庭
市
和
光
小
）
山

総
務
課

▼
課
長（
議
会
事
務
局
長
・
監
査
委
員

事
務
局
長
）岡
裕
貴
▼
主
幹
：
総
務
担

当
兼
管
財
係
長
兼
行
政
係
長（
議
会
事

務
局
副
主
幹
兼
庶
務
係
長
・
監
査
委
員

事
務
局
副
主
幹
兼
監
査
係
長
）五
十
嵐

正
人
▼
副
主
幹
：
防
災
担
当
兼
総
務
係

長（
課
長
）山
田
知
典
▼
副
主
幹
：
税
担

当（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）窪
田
秀
幸

▼
総
務
係
主
査（
出
納
室
出
納
係
主
査
）

髙
橋
郁
美

出
納
室

▼
出
納
係（
総
務
課
総
務
係
）今
井
美
里

企
画
政
策
課

▼
主
幹
：
企
画
担
当
兼
企
画
係
長（
副
主

幹
兼
企
画
係
長
）瀬
能
裕
樹
▼
情
報
化
推

進
係
主
査（
情
報
化
推
進
係
）中
元
一
輝

住
民
課

▼
主
幹
：
保
健
福
祉
担
当（
主
幹
：
国

保
医
療
担
当
兼
国
保
医
療
係
長
）穂
坂

夏
雄
▼
主
幹
：
後
期
高
齢
担
当（
副
主

幹
：
後
期
高
齢
担
当
）勝
藤
裕
子
▼
国

保
医
療
係
長（
産
業
建
設
課
管
理
係
長
）

佐
々
木
健
司
▼
副
主
幹
：
福
祉
担
当

（
副
主
幹
兼
福
祉
係
長
）金
兵
真
人
▼
福

祉
係
長（
保
健
予
防
係
主
査
）相
田
尚
香

▼
副
主
幹
兼
住
民
生
活
係
長（
企
画
政

策
課
参
事
：
商
工
会
派
遣
）市
川
倫
明

教
育
委
員
会

▼
教
育
次
長（
総
務
課
主
幹
：
総
務
担
当

兼
総
務
係
長
兼
行
政
係
長
）今
田
武
彦
▼

社
会
教
育
係（
新
規
採
用
）山
元
優
翔

農
業
委
員
会

▼
事
務
局
長（
産
業
建
設
課
主
幹
：
農

業
担
当
兼
農
業
振
興
係
長
）海
野
仁
志

議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
長
・
監
査
委
員
事
務
局

長（
総
務
課
主
幹
：
税
担
当
）伊
藤
雄
介

▼
議
会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係
長
・
監

査
委
員
事
務
局
主
幹
兼
監
査
係
長（
住

民
課
主
幹
：
福
祉
担
当
）吉
見
卓
教

▼
保
健
予
防
係
長（
住
民
生
活
係
長
）高

橋
辰
徳

産
業
建
設
課

▼
参
事
：
農
業
担
当
兼
農
業
振
興
係
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）佐
藤
利
樹
▼

管
理
係
長（
総
務
課
管
財
係
長
兼
財
政

係
主
査
）山
本
圭
貴
▼
建
築
係
長（
建
築

係
主
査
）林
直
人

　

 

８
月
25
日

（火） 
13
時
30
分
～
16
時

　

 

４
月
30
日

（木）
～
５
月
15
日

（金）
ま
で

　

 

札
幌
市

　

 

６
９
０
０
円
北
海
道
収
入
証
紙
）

　

 

江
別
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎ 

０
１
１
・
３
８
３
・
２
１
１
１

　

 

毎
月
第
３
水
曜
日
10
時
30
分
～
16

時（
１
月
～
２
月
は
14
時
30
分
ま
で
）

　

 

江
別
保
健
所

　

 

①
H
I
V
検
査
②
梅
毒
検
査
③
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
B
型
・
C
型
）④

H
T
L
V-

１
抗
体
検
査

　

 

完
全
予
約
制（
①
②
③
は
原
則
匿
名

で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。）

　

 

感
染
の
不
安
が
あ
る
場
合
は
無
料

　

 

江
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支

援
係 

☎ 

０
１
１
・
３
８
３
・
３
４
４

９（
H
I
V
相
談
電
話
）

田
智
嗣
▼
教
諭（
千
歳
市
み
ど
り
台
小
）

設
楽
美
香
▼
事
務
職
員
（
恵
庭
市
若
草

小
）
丸
毛
大
介

【
転
出
】
▼
校
長
（
千
歳
市
千
歳
中
）

保
谷
剛
▼
教
諭
（
江
別
市
対
雁
小
）
酒

井
夕
委
▼
養
護
教
諭（
江
別
市
野
幌
中
）

久
保
美
菜
未
▼
事
務
職
員
（
北
広
島
市

西
の
里
小
）
西
田
大

【
新
規
採
用
】
▼
教
諭
：
澤
田
大
史
▼

養
護
教
諭
：
斉
藤
結
花

新
篠
津
中

【
転
入
】▼
教
頭
（
石
狩
市
石
狩
中
）
氏

家
歴
▼
教
諭
（
恵
庭
市
恵
明
中
）
澁
谷

憲
一

【
転
出
】▼
教
頭
（
北
広
島
市
西
の
里
中

学
校
陽
香
分
校
）田
中
芳
憲
▼
教
諭（
北

広
島
市
大
曲
中
）
岩
田
誠

メールでの
お問合せ

自衛隊札幌地方
協力本部ＨＰ

問

期

日内 問所問 日期所申 ￥￥

https://www.mod.go.jp/pco/sapporo/
https://mail-to.link/m8/3war0m
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健 康 一 番
令和８年度の子育て支援センター ”きらり”について

防防

災災

み
ん
な
で
︱

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
専
門
員

鈴
木

　「子育て支援センターきらり」は、子育てを
しているご家庭や、これからお子さんが生ま
れるご家庭を応援しています。また、子育て
仲間に出会える場でもあります。
　今年度は内容を一部変え、親子や妊婦さん
がより楽しめるメニューにしてみましたので、
ぜひご利用ください。
　専門員もいますので、子育てのちょっとし
た悩みごとや困りごとなども、気軽にご相談
ください。

　
防
災
に
係
わ
る
備
え
の
方
法

は
、
災
害
に
よ
っ
て
避
難
方
法

も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
特

に
地
震
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

避
難
方
法
は
、
生
活
行
動
パ

タ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、

４
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
備
え
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
常
に
身
近
に
備

え
る
も
の
と
し
て
、
薬
・
眼
鏡

な
ど
必
需
品
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
小
銭
も
含
め
た
現

金
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
緊
急
呼
出

笛
な
ど
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
２
つ
目
は
、
長
時
間
外
出
時
、

災
害
に
よ
り
帰
宅
困
難
に
備
え

て
、
懐
中
電
灯
・
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
・
口
腔
ケ
ア
用

品
・
乳
幼
児
等
同
伴
や
要
支
援

者
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
需

品
を
一
つ
目
に
プ
ラ
ス
し
て
応

急
的
に
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
３
つ
目
は
、
自
宅
以
外
の
避

難
所
等
へ
避
難
す
る
場
合
、
非

常
持
出
し
袋
に
は
、
前
項
２
つ

の
ほ
か
に
、
感
染
防
止
・
衛
生

用
品（
マ
ス
ク
・
除
菌
グ
ッ

ズ
・
石
鹸
・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
タ
オ
ル
）下
着
類
・
ス

リ
ッ
パ
・
冬
場
の
暖
房
着
・
カ

イ
ロ
・
箸
・
ス
プ
ー
ン
な
ど
持

て
る
範
囲
で
の
飲
料
水
や
非
常

食
な
ど
を
事
前
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

　
４
つ
目
は
、
自
宅
に
避
難
す

る
場
合
、
長
期
避
難
に
備
え
、

非
常
食
や
飲
料
水
は
最
低
１
週

間
分
、
照
明
暖
房
も
含
め
た
光

熱
器
具
・
非
常
用
ト
イ
レ
用
具

な
ど
を
多
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

― 提供 ―
新篠津村自主防災組織連絡会

　 対象
①0歳～未就学前のお子さんとご家族
②妊婦さんと配偶者

　 内容

①「あそびば」：月１～２回
主に自由遊びの日です。
②「べビふわ」：毎月１回
�主にベビーマッサージですが、月によってスキ
ンケアのお話やフォトイベントなどを行います。
③「ヤムヤムクッキング」：年４回
�簡単な離乳食や幼児食を管理栄養士と一緒
に作ります。
④「子育て元気カフェ」：年６回
�臨床心理士と参加者でお茶を飲みながら、
育児についておしゃべりします。
⑤「赤ちゃん教室」：年４回
�生後１ヵ月～ 11ヵ月の赤ちゃんのいるご
家庭に、個別にご案内します。



　涯　習生涯学習
N  E  W  S

 日常生活をもっと豊かに！ 日常生活をもっと豊かに！

オルグ開催！オルグ開催！

第１回 第１回 B＆G財団会長杯B＆G財団会長杯

自治区対抗スポーツ大会自治区対抗スポーツ大会

今今
いまいま

どどききのの青青
せいせい
年年
ねんねん

Vol.446

　２月24日、自治センターにて第２回目
のオルグが開催されました。
　今回のテーマは「今年度の反省と来年度
新入団について」でした。いつもはグルー
プに分かれ意見を出し合いますが、今回は
全体で話し合いをしてみました。行事に参
加する団員を増やそうと行事内容を少し変
える、小規模な行事を開催してみる等、こ
れからの青年団活動をより良くするための
意見がでました。
　新入団員については、現団員で役場や農
協職員、就農者の情報を共有し誘っていく
ことになりました。
　普段とはちょっと違った真面目な行事な

ので、いろんな意見を出してくれる真剣な
団員の姿が見れました。
　青年団の行事も残すは総会だけになりま
した。それまでの短い期間ですが役員など
で今回の意見を話し合い来年度につなげた
いと思います。

優勝 第４

準優勝 第３

第３位 第１

第４位 第２

第５位 第５

第６位 中央

　２月７日、今大会より「スポーツ大会」
へ名称を変更し、ミニバレー・モルックの
２種目を実施しました。どの試合も盛り上
がりを見せ、熱い戦いが繰り広げられてい
ました。
　今年の総合優勝は、第４自治区で、どの
部門でも好成績を収めていました。他の自
治区の成績は右記に掲載しています。
　今年度より、モルックの部門を増やした
ことで例年より多くの方にご参加いただき
ました。大会の開催のためには各自治区の
担当者・参加者の皆さまの協力が欠かせま
せん。令和８年度も同様の大会の開催を予
定していますのでご協力・ご参加をお願い
します。

競技・部門 優勝 準優勝 第３位
ミ
ニ
バ
レ
ー

一般男子 第３ 第４ 第５

一般女子 第２ 第３ 第１

モ
ル
ッ
ク

一般 第４ 中央 第２

ジュニア 第４ 第１ 第５

総合成績部門別成績表
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地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊
UP DATE !

revitalize the community
今月の担当

片田  （観光振興推進員）

活動活動についてについて

『チ。―地球の運動に『チ。―地球の運動についてついて――』』とと宇宙宇宙
コラムコラム

vol. １vol. １

★★★★★★

　はじめまして！主にSNSやイベント・はじめまして！主にSNSやイベント・
グッズ企画を担当します。また、ふれあいグッズ企画を担当します。また、ふれあい
農園の管理などにも力を入れたいと考えて農園の管理などにも力を入れたいと考えて
います。います。
　さて、雪が解けたら「ふれあい農園」　さて、雪が解けたら「ふれあい農園」
の貸し出しが開始されます。今年はふの貸し出しが開始されます。今年はふ
れあい農園利用者の利便性を高めるためれあい農園利用者の利便性を高めるため
に、公式LINEアカウントの運用や、家庭に、公式LINEアカウントの運用や、家庭
菜園に興味を持っていただくために、村の菜園に興味を持っていただくために、村の
YouTubeにふれあい農園の様子をアップYouTubeにふれあい農園の様子をアップ
ロードする予定です。ロードする予定です。

　家庭菜園は、長い期間をかけて作物を育　家庭菜園は、長い期間をかけて作物を育
てるコンテンツです。村内の方の利用はもてるコンテンツです。村内の方の利用はも
ちろん、村外の方が継続的に来村することちろん、村外の方が継続的に来村すること
によって、ほかの施設利用にもつながるとによって、ほかの施設利用にもつながると
考えています。また、新篠津村で作物を育考えています。また、新篠津村で作物を育
てる体験が、村の基幹産業である農業に触てる体験が、村の基幹産業である農業に触
れる一歩目となることを願います。れる一歩目となることを願います。
「ふれあい農園」は１区画150㎡と、他「ふれあい農園」は１区画150㎡と、他
の貸農園と比較しても広く、また１区画１の貸農園と比較しても広く、また１区画１
万円と安価であるという魅力があります。万円と安価であるという魅力があります。
興味がある方はぜひお気軽に商工観光係ま興味がある方はぜひお気軽に商工観光係ま
でお問合せください！でお問合せください！

　「空のまちしんしのつ」ではありますが、

いかんせん私は天文に詳しくありません。

協力隊任期中にすこしは詳しくなりたいも

のですが、私は私なりに空にアプローチし

て、皆さまが空を観るきっかけになればと

思います。ということで、ここではちょっ

と違う視点から空を観るコラムにしていき

たいと思います。

　第１回目は『チ。―地球の運動について

―』（以下、『チ。』）と宇宙です。

　近年アニメ化され話題となった魚豊氏作

の漫画です。この漫画の特徴は主人公が何

度も変わること、しかも、主人公同士は赤

の他人であることです。天動説の時代に赤

の他人たちが、地動説を信じるという信念

一つでつながり、未来へと地動説をつない

でいく物語です。

　一方で現実世界ではどうでしょうか？

古代では天動説が支持されていましたが、

16世紀にコペルニクスが『天体の運行に

ついて』の中で地動説を主張しました。そ

してコペルニクスの死後、ジョルダーノ＝

ブルーノやガリレオ＝ガリレイが地動説を

発展させますが、中世キリスト教の教会に

弾圧されてしまいます。しかし、同時期に

教会の弾圧が強くないドイツでヨハネス＝

ケプラーが「ケプラーの三法則」を定式化

し、地動説を数学的に証明します。彼らの

証明は地動説を明らかにし、教会による否

定にもかかわらず一般に受け入れられるよ

うになりました。そしてニュートンが万有

引力の法則によって地球が太陽の周りを回

る運動の力について説明し、地動説は疑い

ようのない真理となりました。このように、

現実世界でも『チ。』と同じく多くの人が

知識をつないで地動説を考え証明し、常識

としていきました。

　今ある知は私たちのはるか昔の人からつ

ながれたもので、新たな知を私たちも未来

につないでいくのでしょう。星空を眺める

とき、今につないできた先人たちに思いを

馳せるのもよいかもしれません。
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Wednesday Thursday Friday Saturday

マイナカード普及推進員が、毎週火・
木曜日に役場住民課窓口にて対応して
います。窓口の混雑を避けるため、お
電話での事前予約をお願いします。
▶ 問合せ：役場住民課戸籍年金係

☎ 0126-57-2111

■ マイナカードの手続き・ご相談

空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎
えるにあたり、火災予防思想の一層の普及
を図ります。期間中、火災予防パレードや
火災予防の啓発、消防職団員が各家庭の住
宅用火災警報器の設置状況を確認します。
▶ 期間：４月20日（ 月 ）～ 30日（ 木 ）

■ 春の火災予防運動を実施します

○水 ○土○金○木

外

外

外

外

外
内

８ ９

25

４

11

　  谷藤病院（☎ 011-382-5111）

17

29

16 18

　  江別市立病院（☎ 011-382-5151）

▶温泉休館日

▶マイナンバーカード窓口支援日

３２

10
♨温泉の日

24

15

22

１

23

30
　  谷藤病院（☎ 011-382-5111）

昭和の日

▶マイナンバーカード窓口支援日 　  渓和会江別病院（☎ 011-382-1111）

・ふれあいレストラン（保セ）
　10：30 ～ 12：00
 ・シルバー人材センター開設（役場）

9：00 ～ 12：00

 ・シルバー人材センター開設（役場）
9：00 ～ 12：00

　 アウル内科クリニック（☎ 011-383-3456）
　 谷藤病院（☎ 011-382-5111）

・ヤムヤムクッキング（保セ）
　10：00 ～ 11：30

▶マイナンバーカード窓口支援日

 ・シルバー人材センター開設（役場）
9：00 ～ 12：00

・ふれあいレストラン（保セ）
　10：30 ～ 13：00

▶マイナンバーカード窓口支援日

♨温泉の日

 ・あそびば（保セ）
10：00 ～ 11：30

 ・シルバー人材センター開設（役場）
9：00 ～ 12：00

▶マイナンバーカード窓口支援日



診療科目の略語
＝内科内

＝小児科小
＝外科外

広報 新しのつ　令和８年４月号19

Sunday Monday Tuesday

お知らせ

本村の顧問弁護士事務所では、常時電話
や事務所での相談を受けています。ご相
談の際は事前に連絡をお取りください。
▶ 問合せ：札幌市中央区北４条西20丁目１-28
橋本・大川合同法律事務所 橋本昭夫 弁護士
☎ 011-631-2300  FAX 011-621-0403

村内で入会を考えている方、仕事内
容を聞きたい方、個人や会社で仕事
を頼みたい方がいましたらご相談を
お待ちしています。
▶ 問合せ：江別市シルバー人材センター

☎ 011-384-3771

■ シルバー人材センター会員と発注者を募集■ 法律相談はこちら

※診療時間は各病院へ
お問合せください。乳
児の受診は困難な場合
があるため、事前にお
電話をお願いします。
※岩見沢市の緊急当番
医 は 岩 見 沢 医 師 会 の
HP、または新篠津消防
署、役場（ 当直 ）まで
直接ご確認ください。

○日 ○月 ○火

小

外

内

小
外

外内

内

内

小

小 外

12

　  野幌病院（☎ 011-382-3483）
　  よしなりこどもクリニック（☎ 011-391-4470）
　  谷藤病院（☎ 011-382-5111）

５ ７

21

13

20

27

14

19

　  緑苑クリニック（☎ 011-381-6490）
　  　 江別市立病院（☎ 011-382-5151）

６

　  江別内科クリニック（☎ 011-381-8900）
　  ウルトラ内科小児科（☎ 011-688-8801）
　  谷藤病院（☎ 011-382-5111）

 ・心配ごと相談（保セ）
　9：30 ～ 12：00
 ・こつこつサークル（自セ）
　9：30 ～ 11：30
 ・遊ゆうクラブ（BG）
　19：00 ～ 20：30

28
 ・B ＆ G 体育館トレーナー常駐日（BG）
　10：00 ～ 14：00 ／ 16：00 ～ 20：00
 ・遊ゆうクラブ（BG）
　19：00 ～ 20：30

　  あずま子ども家庭クリニック（☎ 011-385-2500）
　  　 渓和会江別病院（☎ 011-382-1111）

▶マイナンバーカード窓口支援日

26

 ・乳幼児健診（保セ）
　9：00～ 12：30
 ・B ＆ G 体育館トレーナー常駐日（BG）
　10：00 ～ 14：00 ／ 16：00 ～ 20：00

▶マイナンバーカード窓口支援日

 ・B ＆ G 体育館トレーナー常駐日（BG）
　10：00 ～ 14：00 ／ 16：00 ～ 20：00

▶マイナンバーカード窓口支援日

 ・遊ゆうクラブ（BG）
　19：00 ～ 20：30

 ・ベビふわ（保セ）
　10：00～ 11：30

▶マイナンバーカード窓口支援日

▶温泉休館日▶温泉休館日

 ・こつこつサークル（自セ）
　9：30 ～ 11：30
 ・B ＆ G 体育館トレーナー常駐日（BG）
　10：00 ～ 14：00 ／ 16：00 ～ 20：00
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　２月21日、しのつ公園にて「第６回新
篠津天灯祭り」が開催されました。イベン
トを心待ちにしていた約6,000名の方々が
来場しました。
　強風の影響でランタンの打ち上げは中止
となりましたが、滑り台や宝探しゲーム、
星空観望、ステージイベント、打ち上げ花
火など、多彩なアクティビティが展開され、
会場は大いに盛り上がりました。

第６回新篠津天灯祭り
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